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教科成立時の構想と実践にみる小学校家庭科の問題解決学習

布 川 和 恵

Abstract
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キーワー ト･･- 問題解決学習 戦後教育 小学校家庭科 昭和 2二年版学習指導要

領 (試案)

はじめに

家庭科は､入間と生活に対する認識を科学的 ･系統的に深めさせ､新たな生活を主体的に創

追 .変革していくカを養 うことを目的1)とする教科である｡その学習においては､身近な生活

の営みから問題を捉え､その解決策の試行を経て､生活に戻す学習が重視されており､そのた

め､従来より問題解決学習は家庭科の基本的な学習方法の一つであると言われてきた｡

しかし､家庭科における問題解決学習は､一般的には ｢問題解決能力の育成を目的とする学

習｣､｢生活上の問題を解決していくための学習｣と捉えられている一方で､学習における ｢問

題｣の捉え方や､｢問題解決学習をどのような学習として捉えるか｣ということに関しては､論
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音によって輿なる捉え方がされるなど､いまだに未整理な状態にあるOまた､近年､家庭科教

育にお い て特に遍要裸されている ｢意思決定能力上 ｢批判的思考力｣と､家庭科U)問題解決学

習とぴ)関連性 の要撃論的な検討もまだ十分に行われていないO

家庭科 教 育において､主体的に生活課題を解決 し､より良い生活を創造できる能力の育成は

遷愛な課題であるが､これ らの能力を育成するためには､その基礎能力としての問題解決能力

の育成は不可欠である｡従って､問題解決能力の育成を目的とする家庭科の問題解決学習にお

いても､その学習形態や学習過程を検証して明らかにし､その知見を学習指導-と反映させて

い くことは喫緊の課題である｡

そこで本稿では､家庭科における問題解決学習を検証していくための基礎作業として､戦後

経験主義教育における問題解決学習の展開を概観するとともに､昭和 22年版学習指導要領家庭

科編 (試案)とその構想では､家庭科はどのような教科として考えられ､実際にどのような授

業が行われていたのかとい うことについての検討を試みる｡この検討により､成立時の小学校

家庭科の問題解決学習が､どのような様相や特質を持つ学習として捉えられていたのか､その

-一端が明らかになると考えられるo

上 戦後経験主義教育における問題解決学習の展開

戦後､アメリカの強い影響力のもとで､わが国の教育制度は太きな変革を迎 え た O そ の よ う

ななか､昭和22年に試案として発行された学習指導要領は､戦前の教育の反省のうえに立ち､

経験主義教育論の立場から､戦後の学校教育における目的 ･内容 書方法を---欝するものとして

示 し､それに基づいて各教科のカ リキュラム編成や単元の具体的な学習指導を示すものであJPB

た2㌔ この学習指導要領 (試案)の発行を契機 として､全国各地で学校や地域を単位 とした独

自のプラン作 りが展開されるようになる｡提起された実践を基礎づける理論は､民主的社会を

担 う実践丸を育成するための目的 暮内容 8方法を貫く育成の理論としての ｢問題解決｣であり､

具体的には､問題を解決 していくことのできる実践人にとって必要な､知識 ･理解 (知的側面)

と態度 ･能力 (実践的側面)を､｢問題｣を ｢解決｣させる中で､統 一的に育成 しようとする考

えかたであった3㌔

さて､｢問題解決学習｣という呼称は､戦後教育の当初においてはあまり用いられず､当時は

む しろ ｢単元学習｣ とい う呼称が用いられたと言われている4)｡ この ｢単元学習｣では､児童

の生活経験と活動が学習の中心に据えられ､子どもの生活の切 りひらきが義視 されるという良

さを持っていたが､ともすれば日常の生活経験に低迷 し､這いまわる学習 となりがちであった｡

広ぎ盲馴こよれば､戦後教育の当初の昭和 22-23年頃の単元学習の特質は､①チ ビもの生活のきわ

めて身近な現業問題をとりあげたこと､②子 どもの現実生活の問題の解決を学ぶ学習において､

生活問題はそれ自身不可分の 一体をな す ことが多く､教科別に分けて学習することが困難なた
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め､教科間の壁を低めて多かれ少なかれ統合のカリキュラムをとったこと､③子どもの学習 に

先立ち､予どもに習得さるべくあらかじめ定立された知識や技術を捨てたこと､④知識や技術

の系統という考え方を捨て去ろうと､｢知識U)系統｣に代えるに ｢生活の順序｣という考え方を

もってしたこと､⑤教師の外からの指導をミニマムに切 り下げ､学習の主導を子どもの手にゆ

だねる､つまり､教えこみやイン ドタ トリネ-ションに対ずる瞥戒が厳 しく行われたこと､等

が挙げられるという5㌔学習においては ｢為 しつつ学ぶ｣という原理が貴ばれ､低学年では ｢ご

っこ｣､中学年では ｢製搾活動上 高学年では ｢調査｣とい うフォームも出来ていた6㌔ ここで

の学習は､子どもが問題を感 じ､解決 したWと強い意欲をもつことが最も根本的な原動力であ

り､｢問題-の動機づけをどうしたらよいか上 ｢問題意識を高めるためにどうしたらよいか｣と

い うことに多くの指導努力が払われ､中には問題意識をかき立てるための手の こ ん だ環境設定

や､不自然なまでに技巧的な場面こしらえも少なくはなかったとい う730そして､そこでの教

師の仕事は､子どもの意識や活動を刺激 して,その動きを組織していくことにあるとされてい

た:

このような学習は､教育の現場において､次第に弱みや矛盾を現わすようになるo現場で指

導にあたる教師たちからは､｢ごたごたしていて､とてもむつかしい上 ｢授業の準備や指導が並

大抵ではない｣といった戸惑いの声があが り､その学習に対 しては､｢問題解決の雰囲気が甘す

ぎる｡ありのままの事実の率へ､まともに入っていかねばならないのではないか上 ｢解決の方

向はチビも任せではよくない｡もっと教師は指導性を持つべきではないか｣という批判や､｢生

活の還視はよいが､科学の成果を確実にチビものものにしていくという面で弱いO学力低下を

きたしている｣といった点が指摘されるようになった8㌔ また､他方では､問題解決学習その

もげ封こ反対する教育主張9)も高まってくる｡こうした状況に対して､問題解決学習の支持者た

ちから､｢児童中心の甘さを克服し､日本の歴史社会的な現実に立って問題解決をしなければな

らない上 ｢能力表をつくり､各学年のミニマムエッセンシャルズを明らかにしなければならな

い上 ｢基礎学力とは何かということをみつめて､その確かな習得を図らぬばならない｣等､自

己反省と内部修正が論じられるようになる10)｡

矛盾や弱みを外形化してきた問題解決学習は､その後､主として社会科関係では日本の歴史

社会的な現実の義視を､他教科では客体的な文化を重視 しようとする方向-と向かう川｡この

よ うな流れは､教育における運動内部から現れてきた現象ではあったが､この背景には当時の

日本国内外の政治情勢の深刻化という事態もあった｡そして､問題解決学習の支持者たちから

は､問題解決学習の ｢目標｣を歴史社会的な課題の解決に向けようとする論が出てくることと

なる12)｡このような動向に対して､教育の現場からは､｢社会的課題が拡大してしまい､子ども

の世界が失われる教育になる｣といった批判の声があがるが､その当時のより多くの現場の声

は､｢予どもの世界 と社会課題とを､もっとつよく結びつけるべき｣というものであり､結果と

して､｢問題解決学習は社会改造を目指す学習である｣という定義づけが,各人によりそれぞれ
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ニ認アンスの違いを持ちながらも受け入れ られるようになった13㌔ このように､戦後教育の当

初U)｢子 どもの主体的な解決カの形成｣を目的とする問題解決学習は､次第にその性格を変化
させることとなる｡
昭和 26年､文部省は一部の教科を除く学習指導要領を改訂する｡ しかしこの改訂は､昭和

22年版学習指導要領 (試案)の内容に変更を加えるものではなく､内容の不備を補いっつ､質

的に向上させようとしたものであった｡学習指導要領では､すでに昭和 22年の当初から ｢問題

解決｣とい う文言は使われていたが､昭和 26年版では､-般 編 において､社会科や理科は ｢主

として社会や由然についてが封当3題解決の経験を発展させる教科 ｣ 量4)であると記述されているほ

か､社会科編では､｢社会科の学習は､問題解決の学習である｣ i5)として､児義が ｢実生活の中

で直面する切実な問題を取 りあげて､それを自主的に究明していくことを学習の方法とするこ

とが望ましいと考えられる｣16)と記述 されるなど､問題解決の学習にかかわる詳 細 な説明がな

されているo実際､この頃には､これまでの ｢単元学習｣にかわって ｢問題解 決 学 習 ｣ とい う

呼称が広 く使われるようになったとも言われている17)Oこの ｢単元学習｣から ｢問題 解 決学習｣

-の呼称の転化について､広間は了単元学習とい うようななまやさしいふん園気 では不十分で､

もっと鋭 く問題をみつめ､鋭い角度で解決 しなければならない､とい う空気ができてきたから

である了 8)とする｡この時期は､小 や中学校の教育現場では問題解決学習の実践が盛んになり､

とりわけ 社会科では､昭和 26年版学習指導要領において､経験主義を原理 とする問題解決学習

の社会科19)としての度合いがより深められていくOまた､家庭科､社会科以外の教科において

も､生活問題を主題 とする問題解決学習がかなり盛んに実践された20)o

Lかし一方で､そのさなかの昭和 20年代半ばより､冷戦の激化､朝鮮戦争の勃発､占領軍の

対 日政策の転換､講和条約の調印といった社会情勢のなかで､戦後民主主義教 育の理念 が修 正

され､戦後教育の方向に変更が加えられるようになるOまた､教育現場において問題 解決学 習

が展開される傍らでは､問題解決学習に対する批判や論争もおさまることなく続いていた O そ

の後､問題解決学習は､昭和 30年前後 に 文部省や民間教育団体から強い批判を受け､また予 ど

もの基礎学力殿低下から系統的な知識 の 必要性が強調されるようになると､次第に衰退の傾 向

をとるようになるOそして昭和 33年 版 学 習指導要領では､基礎学習を蔑視する系統学習的な方

向-と改訂がなされることとなる｡

2.昭和22年版学 習 指 導 要 領家庭科編 絹式案)にみる家庭科の構想

戦前の家事科､裁縫科とは内容を晃にする教科として戦後 に 新 設 さ れ た 家庭科においては､

昭 和 22 年 版 学習指導要領一般編 (試案)2盲目 以下､｢一般編｣ と 記 す ) お よび家庭科編 (試案)

22日 以 下 ､ F家庭科編｣と記す)に示された目標や指導方法 ･指導内容に基づき､日常生活的な

単 元 の 学 習が行われることとなる｡ 新 しく始まる家庭科の指導において､｢家庭科編｣は､家庭
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科を指導する教師に対してこの科の指導基準を示したものであり､教師自身が自分で家庭科を

研究していく手引きとなるものであった｡当時､家庭科教科書が編集されていなかったことも

あり､家庭科を担当する教員の小学校家庭科に関する内容の理解については､｢家庭科編｣の記

述内容に縛ることとなるo

さて､戦後家庭科の 成 立 過 程 や当時の教科論について考察した神木の研究23)によれば､当時

の家庭科論は､戦前の家事科､裁縫科と対比させた意味での ｢民主的｣な ｢家庭建設のための

教育｣という考え方を広めていったという意味において､行政官主導による論考であったとい

う｡そして､その家庭科論の初発の段階は､昭和22年版学習指導要領の作成に関わったLLf本 (大

森)松代24㌔ 重松伊武郎､林寮元の三氏の論に代表されるという.山本は､学習指導要領作成

に際して文部省から委嘱され､短期日のうちに原案をほとんど 一丸で書きET_げた太物であり､

また､惑松と林は文部省教科書局の家政担当委員として､その作成と検討に関わった太物であ

る25㌔っまり､三民はともに ｢家庭科編｣に深く関わった入物であり､｢家庭科編｣の内容だけ

で はな く､｢家庭科編｣の記述には表現されきれなかった家庭科の構想を知悉している太物だと

い うことができるo

｢家庭科編｣の発行後､重松は 『新しい導きガ-家庭科概説-』に 省堂,昭和 23年)26)㌔

林は 『家庭科指導要義』仲 和書院,昭和2卑年)を著し､新しい家庭科について解説を行って

いる｡そこでは新設された家庭科という教科に対する考え方や学習指導法について了家庭科編｣

を補 完するような記述がみられる｡ 以下､当時の家庭科の構想では､家庭科 の内容や指導はど

のように考えられていたのか､｢ 家 庭科編｣の記述内容および重松､林の両著書 よ り考察 してみ

たいoなお,文献の引用については､旧字体 を新字体に､旧仮名づかい を新仮名づかいに改め

るO

｢家庭科編｣の ｢はじめのことば｣の冒頭では､｢家庭科すなわち家庭建設の教育は､各人が

家庭の有能な一員となり､自分の能力にしたがって､家庭に､社会に貢献できるようにする全

教育の一分野である｣27)と教科の規定がなされ､この教科が､家庭や社会に貢献できる入間の

育成を目指す教科として教育課程に位置づけられるということが示されている｡続いて､｢家庭

における生活は各人の生活にとって､大きなまた重要な部分であるので､おのおのは家庭生活

において､知的な､能率の高い一役をなすのでなければならない｣2旨)として､このため学校 に

おいては､｢家庭建設に必要な要素を改善し､のばして行くような指導を与える必要があ る ｣ 29)

とされる｡そして､｢はじめのことば｣で述べられた ｢家庭科｣すなわち家庭建設の教育 の 目 標

は､次の三点が ｢第-章 家庭科の指導目標 互.総目標｣において掲げられている30)o

l.家庭において(家族関係によって)自己を生産させ､また家庭及び社会の活動に対し

自分の受け持つ責任のあることを理解すること｡

2.家庭生活を幸福にし､その発案向上を図って行く常識と技能とを身につけること0

3.家庭人としての生活上の能率と教養とをたかめて､いっそう広い活動や奉仕 の 機会を
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得るようにすること｡

重松によれば､この家庭科という教科は､仁-言にしていえば､家庭科は家庭生活の在 り方を

追求する教科｣31)であり､｢考え､態度を含むけれども､それとともに､もっと具体的な生活の

し方､生活能力を取 り扱 うものである｣32)とされるOそして､｢これらの考え ･態度 ･能力は､

現に営みつつある家庭生活を通して養われる｡特に家族という関係､長幼男女いろいろな立場

での接触と相互反応の うちに発達して行くものである｣ 33)として､学校においてこの ｢経験を

よりよくしてやる指導｣郷が必要となるとする｡

また､家庭科とい う教科が新設されることになった理由について､蓋松は次のように述べる0

㌢どうしてかくの如き家庭科が特に新設 さ れ なければならなかったかというと､家庭生活の竃

要性がそれを要求するのである｡家庭生活はどんな意味 で 重要であるかというと､その在 り方

の如何が､将来の日本国民の生活を左右するからである｣ 35)｡そして､目下進行 しつつある日

本の再建にとっての意義として､①日本民主化の根底とし前提としての意義､②家庭婦人の地

位 向上､③転回期､暗黒時代のいやな世相を切 り抜けるため､の三点を挙げている36)｡ ･方､

林 も家庭科の新設に関して､｢民主的社会生活の苗床であり､男女老幼のだれにとってもたのし

い場所でなければならないはずの家庭は､主人ただ一入だけが楽しむ家庭であった｡主人以外

の家族､ことに婦人 曲嫁にとっては､くらい家庭であった0日本の家庭からその封建性をのぞ

き､だれにとってもあかるい生活が送れるような家庭をつくることが急務である｡家庭科はそ

こに第---目標をおいているのである｣37)と､これまでの円本の家庭の在 り方を根本から改造す

る必要性を挙げているOつまり､両者 ともに家庭科U∋目標として ｢民主的な家庭建設のための

教育｣を掲げ､そのためには､｢家庭建設に必要な要素を改善し､のばして行くような指導｣が

学校教育において必要であると説明する｡

それでは ｢家庭建設に必要な要素を改善し､のばして行くような指導｣とは､具体的にはど

のような指導内容や指導方法が考えられていたのだろうか｡

｢家庭科編｣では､家庭科の指導内容については ｢単元瑚 傍式によってしくまれ て い る ｣ 38)

とされるOそして､家庭科の単元においては､家庭生活に役立っ仕事を中心として､家庭 生 活

の向上発展に必要な理解 ･態度 ･技能を身につけることを目標とする内容が取 り上げられるO

ここでの ｢単元｣とは､｢それ-つで完全な一つの研究題目で､生徒の興味あるいは活動から

論理的に発展 し､学習の到着点として､望ましい確かな結果をもたらすように､まとめたもの｣

39)であり､｢この各単元が互に論理的に関連し合って､教科課程全体を作 りあげている｣ 40)もの

と規定されているOそして､そこでの学習は､従来の主知主義的教材のように,単なる知識の

断片や技術の要素であってほならない鞘と考えられているO

家庭科の単元について重松は､｢単元｣そのものに対する解釈はどの教科においても根本的に

は同じとしながらも､社会科には社会科的単元が､理科には理科的単元があるように､家庭科
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にも独自の単元構造があるとして､家庭科の単元を特色づける根本的なものは ｢家族関係｣で

あるとする42)oそして､重松は以下のように述べるO

｢そもそも家庭科はよりよき家庭生活追求a)教科であって､その中心課題は家族関係の在 り

方である｡それも､抽象的なイデオロギ-の問題ばかりでなく､むしろそれよりも家族の一員

としての自分の立場を中心とした具体的な日常生活の処理であるO-家族関係は､衣なり食な

り住なりの家庭生活の実質を通じ､これを契機 として現れる｡これを逆にいえば､衣問題 ･食

間題 号住問題は､単純にそれだけの問題ではなくて､常に家族関係がその軸をなしているので

あるO単元としては､この具体的関連を無視 してはならないO｣ 43)

還松のこの解説は､新設された家庭科の特徴を端的に語るものといえよう｡ここでは､家庭

科の単元学習は､単なる知識の断片や技術の要素の習得を目的とするのではなく､｢衣なり食な

り住なりの家庭生活の実質を通じ､これを契機 として現れる家族関係 ｣ を常に見据えて行われ

なければならないという学習の様相がみてとれるO

また､林は ｢家庭科では､家庭内の仕事が中心とならなければならない｡とりわけ､家族関

係にこの仕事がむすびついていくところに内容の重心があることになる｣44)として､家庭科の

学習は､家庭内の仕事を取 り扱いながら､家族関係に家庭内の仕事が結びつく学習になると説

明しているOこれ らは､当時の経験主義教育の文脈に沿って解釈するならば､｢家庭科において

家庭の仕事や技術を学ぶ目的は､仕事や技術そのものの習得や上達のみに置くのではなく､そ

れらを家族関係に結びつけながら考えることで､家庭生活の充実､向上を図っていくことにあ

る｣とい うことを示 しているとも言えるであろうo

Lかし､両者はともに家庭科における技術教育を軽視 しているわけではない｡このことは､

｢家庭科における技術の比重が大なる限り､実習 が 学習活動の太なる面積を占めるのは想像に

難 くないOそして実習の指導の要領については､的確 な 師範 と簡明で要点をはず さぬ説明など､

これまでの行き方と太きなかわりはないであろう｣ 45)とする重松の解説や､林の ｢家庭科の指

導要領には､『家庭科の指導法については､他の教科ときわだって異なるようなものはない』と

記 してあるが､目標の中に､『自覚』とか 『態度』とか 『能力』とかが問題にされているように､

また総 目標 の 中に､『理解』とか 『身につける』とかいうことが要望されているように､家庭科

は 『理解 』 を 要請 しながら､『家庭生活 上の初歩の技術を身につける』ように太きな望みをよせ

ている｡ 指導要領の 『指導法と児童の活動』の中のあらゆる場面に 『会得』もしくは 『習得』

『養 う』という技能学習を盛んずることばが見出せる｡これは家庭科の指導にわざの訓練が大

切であることをものがたるものである｣46)という解説からもみてとれるO

-方､家庭科の学習指導の方法につ いては､｢家庭科編｣の ｢第四章 家庭科の学習指導法｣

において､｢指導の方法についての一般的な考え方は､一般論 汗一般編｣のことを指すと思わ

れる一撃者 注)をよく読み､それをどんなふ うに家庭科の指導に実現するかを工夫していただ

きたい｣47)～｢指導方法の一つ一つについては､他の教科ときわだって異なるようなものはない｣
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鶴)とされ､当時の生活経験主義教育の方法論がとられるo当時の学習指導の考え方については､

次の登松の解説がその性格 をよく現 していると思われるO

｢新教育では､各齢の子どもがどんなことに興味をもち､またどんな活動をしているかをし

らべ､この心理学的基礎に立って､最も適切な経験をさせることを建て前とするo心身発達の

その時期その時期における家庭生活を､充実したものたらしめるのが教育であって､それが最

もたしかな将来生活への準備である｡-将来出会うかも知れない生活の予行演習､下げいこで

はなく､生活そのことを即教育とする｡その時期に最も興味のある問題を､自ら解決 して自ら

成長して行くことをさえ指導しておけば､たとい学校教育は中途半端で終わっても､必ず自分

で生命を観覧日嗣 ､て行くにちがいない｡｣49)

このような考え方に基づく家庭科の学習 は ､ 家庭科の学習を索に子どもの身に付いたものと

し､将来にわたって適応豊かなものにするた め に ､｢その時期に最も興味のある問題を､由ら解

決して自ら成長して行くことを指導する｣という考え方がとられているといえよう｡ そして､

董松は学習の観点については次のように述べる｡

｢われわれは家庭科教室において､何よりもまず生徒に学習の主体性が確立されているかど

うかを見てみる｡何を学ぶか､何のために学ぶか､いかに学ぶか､学んでどこに到るかという

ことが､自主的に､しっかりと把握されているかどうかを注視するO

第二に､生徒がはたしてみずからの生活をつかみ､絶えずそれを見つめているか､文字 の 上

だけで､観念の上だけで､家庭生活をうんぬんしてはいないかどうかを注目する｡この二点 が

確認されるならば､その他の巧拙はとにもかくにもである｡｣50)

上記のような観点で行われた指導は､のちに当時の問題解決学習-の批判､つまり､｢学習 に

おける問題とその解決の質の低さ｣という点での批判を受けることとなるが､ここでは学習者

の主体性を確保し､学習を東にチビもたちに身に付いたものとすることに第 -g)優先順位を与

えていることがうかがえよう｡

なお､｢家庭科編｣では､｢そこで取り扱って行く行動の代表的なもの｣ 5眉)､ つ ま り学 習活動

として､｢問題の発見｣｢調査｣｢話し合い (討議)｣｢観察｣｢記録｣｢実習 ｣ ｢示 範 ｣ ｢説 明 甘講義｣

が挙げられている｡そして､そこでの学習指導について墓松は ｢問題を 的 確 に 把 握させるかど

うか､これが指導の成否のわかれ目である｡問題の発見ができれば､あとは生徒がひとりで学

習を進めるo問題のつかみ方がわるければ､学習は伸びて行かない｡故に教師の指導の仕事は

大部分といっていいほど問題発見の指導に傾注されなければならない｣52)と解説するO

また塵松は､家庭生活の実態をつかむ活動としては､学習に緊張した現実感を持たせること

ができる活動として ｢調査｣を挙げ､トーつの調査を約束し､その結果を整理してみると ､ そ れ

だけでいい加減の家庭科教育である｣53)とする｡そこでは､チビもたち自身が ｢家庭生 活 の 実

態をあらためて見直すこと｣白棒にも家庭科の学習の意義を認めるという様相がみてとれよう｡
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3 1構 想｣に基づく家庭科の授業の実際

前章においては､戦後に新設された家庭科が､どのような教科とされ､どのような指導をす
ることと構想 されていたのか､昭和22年版学習指導要領家庭科編 (試案)の記述内容､および
重松､林の両者の解説よりみてきた｡それでは､教科成立時の家庭科では,どのような授業が
行われていたのだろうか｡

｢家庭科編｣では､｢指導内容の基準｣としての試案が各学年ごとに示されているOそこでは

単 元 例 として､第五学年では､(-)主婦の仕事の重要さ､(ニラ家庭の一員としての子供､(≡)

自 分 し/う 事 は t'l'')で､(匹1)家庭における子供の仕事､仁Tこう自分の率はl十分で (続き)､(六)家

事 の 手 伝い叫､が､第六学年においては､仁一)健康な日常生活､に )家庭と休養､に )簡単

な食事の支度､潤 )老人の世話55)､が示されているoここではまず最初に､第五学年の単元よ

所収)56)の要約をみてみよう｡｢家庭科編｣におけるこの単元の内容は､Å簡潔､担家庭におけ

る食事､C針の使い fj-､D前掛の製作 (女工 E掃除廿日い 石戸J廿日品(ハ製作 ･修理 (即 ､が示

されてお り､このうちの ｢C針の使い方｣の授業の記録である｡

この授業は､学習活動に入る前に学級白酒会が行われ､教室の掃除用具についての真剣な討

論が交わされたことが直接的な導入となって始まるo当時は教室備え付けのバケツや掃除道具

が整っておらず､これに困った児童たちが ｢これでは困る｣｢なんとかしたい｣と学級自治会で

このことを話 し合 う｡話し合いの結果､掃除用具の うち､雑巾については各家庭から持ち寄る

ことになったが,女児から ｢雑巾なんか､わたし達で作りましょう｣という発言があがり､男

児のほうも ｢僕等だって作ろう｣ということになるo結局､雑巾はみんなで作ることが決定し､

そこから､この単元の ｢針の使い方｣の授業が始まることになるO

学習活動では､まず､｢雑巾を作るために何をもってくればよいか｣ が問題 となる｡｢ポロ切

れ､ぬい糸､ぬい針､はさみ｣があればよいということになったが､女児の準か ら ｢家にある

きれいな雑巾を持ってきたら｣という提案がでる｡教師はその提案にち｢それを見本にして作れ

ばよいという考えらしい｣｢よいところに気がついてくれた｣と心の率で思っているが､何 とも

言わずに児童の活動を見守るOところが､｢雑巾なんかどこにもあるから､見本なんかいらない｣

との意見に女児の提案は簡 単 に否決されて終わる｡

いよいよ雑巾作 りが始まるO ｢雑巾なんか簡単にできる｣と考えていた児童も､いざやるとな

るとなかなか思 うようにいかないO まず第--に運針が問 題 である｡なかには指ぬきをはめて上

手に運針をする児童もいたが､大部分の児童は時間がかかり､真っ直ぐに縫 うことがで き な い ｡

教師が黙って児童の作業を見廻るあいだも ｢うまくいかない｣｢針を指にさした｣等の 悲 鳴 が 上

がる｡実際にやってみて児童はそこに問題を見出すOそこで､教師は指導要領にある ｢運針の

実習 くa 針に糸をとおす､b 針の持ち方､春の持ち方､姿勢､C 手指の形と運び方､d 糸
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こき､e たて縫い､よこ縫い､斜 め 纏 い ) ｣ の 指導 に入 るが､結局､その時間に雑巾は出来上

がらず､次の時間もまずは運針の練 習 を し よ う と い うこ とになるD

次の時間には､手拭や運針周の布 を 持 参 す る 児 童 だ けではなく､｢雑巾を家で作った｣といっ

て持参 した児童もあったO大部分の児 童 た ち が 指 ぬ きに針をあてて､運針をすることとなった｡

児童たちは大騒ぎで実習をしていた O ま た ､ 児 童が持参 した雑巾については､みんなで検討が

なされた｡そこでは雑巾の ｢大き さ ｣ と ｢厚 さ｣が問題となり､太きさについては､四つ折 り

にしたもの が 掌 の 大 き さ に なるもの が よ く､厚さも布を四枚泣かさぬたものがよいということ

にな っ た ｡ そ の 後 ､次の時間でようや く ｢雑巾作り｣となり､教室掃除用の雑巾は充分に用意

される こ と となる｡児童はこの経験をもとにして今度は家庭用の雑巾を家庭作業として作 り始

め､そこからさらに､学習指導要領の ｢台ふきの製作｣-と学習は発展する｡

この山本甫辛の実践は､物不足が深刻な戦後間もない時期に､学校における掃除用具の不足

に困った児童たちがこのことを学級自治会で話し合い､雑巾を毎分たちで作ることが決定した

ことから始まっているOここでは､｢雑巾をみんなで作る｣という問題の解決のための方法 が ､

児童たち鈎身によって考えられ､教師の教えこみや内容の方向づけが控えられた授業が展 開 さ

れているO学習の過程では､まず最初に､｢雑巾を作るためには､何を持ってきたらよいか｣と

いうことが問題となり､児薮たちは雑巾を作るために必要な材料を話 し合 うことによって問題

を解決 していくOそして､実際に雑巾作りが始まると､次は､｢上手に運針ができないこと｣が

問 題であることに児童たちは気づき､その解決のために ｢運針の練習｣が行われることになる｡

ここでは､児童たち自身の目的を達成するために､児童たちが困難を感 じて ｢何とかしたい｣

という欲求が､学習を自然に次の段階-と進めている｡そして､｢雑巾を作る｣という児童たち

の目的が達成された後は､児童たちは家庭欄が)雑巾を家庭作業として作 りはじめ､さらに学習

は ｢台ふきの製作｣-と発展していくoここでは､家庭科の学習と児壷の家庭での生活が密接

に 結 び つ い て お 野 ､学校で身につけた家庭科の学習内容が､そのまま家庭生活に活かされると

い う 壕 蘭 も み ら れ る｡

次 に ､ も う 一例､第六学年の ｢仁一)健康な日常生活｣の単元 に お け る 実 践 記録 (坂内み ゑ ､

林寮元 『家庭科指導要義』所収)57)の要約をみてみようOこの単 元 の内 容 は ､ A家族の健 康 ､

B住居と衛生､C運動具 や遊び道具の製作 ･修理 (男)､D運動 服 の製 作 (顔 )､E簡 単 な 洗た

く､F食物のとり方､が示されてお り､このうちの ｢F食物のと り方 ｣ の 実 践である｡

この授業は､｢あなた方は食べ物についてどんな事を考えていますか｣とい う教 師 の 質 問から

始まる｡この質問に対して児童たちからは､｢食糧が足 りなくて困る｣F買出し｣｢高いから買え

ない｣等の沢山の問題が出される｡これを受けて教師は､｢なる程食糧については､今E3程問題

のある時はないと考えられます｡食べたいが手に入らない時代ですから､それだけ食生活の問

題が蛋要でもあり､児童達の関心を持つのが当然と思われます｣58)と児童の関心の方向性をつ

かむ.児童の関心つまり学習の方向について見当をつけた教師は､続いて ｢これからどんな事
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を調べてみたいと思いますか｣と質問し､児童たちが学習 したいと望む内容についての調査を

行 うO児童たちは､｢最初の質問に対して発表したことを勉強したい｣と答えるoこれをもとに

して､教師が児童たちを誘導しながら､学習する問題の話 し合いが行われ､これからの学習活

動の案が決定される｡

児童たちとの話し合いによって決定 した学習活動の案は､掴 食物について (1.配給､2.買出

し､3.日本の食糧事情､射食糧の種類)㌔(2)食物 と生理 との関係 汀栄養の摂取 イ)消化器官 ロ)

岨噂､2,食品の栄養価､3.児蛮達に必要な食物 と摂取最上 緋 日本人の食緩 く1.米食と菜食､2.

食肉と魚肉､3.外国人の食物)～(4)食生活の改善 く十調理の単純化､2.主婦の修養､3.栄養の合

理化)､鰻)その他 鉦食事の作法､芝や偏食､3.衛生上のいろいろな問題)となった｡このうち

(i)～ 湖 までの問題をそれぞれ二つのグループが担当し､刷 の問題は反省を兼ねて全体で

話し合いをすることになる｡

いよいよ学習にうつることになるが､そのときの様子について教師は次のように記 しているO

｢児童達はお家で母や姉に質問したりして､家庭としても自分の家の経済を学校で発表される

のには少凍困った様ですo殊に児童達が自分で作った献立表を夫身の家で実際に料理 したのも

かなりある様でしたが,それが家庭の話題となり､父からの面白い批評の出た事もあったそ う

です｡-児童達は各班毎に放課後集ったり､又当時 日本の貿易に関する展覧会が近くで行われ

ていたので､その方-出かけて調べたり､八百屋魚屋-最近の配給状況を聞きに行った者もあ

りました｡又私共の学区域は輸送船や漁船のマス トが林 立 し て い る 東京湾に面して居 り､東京

のお台所をまかなっている中央市場をひかえて居ます ujで ､ 児 童 の 家 庭は市場の仕事にたず さ

わる職業の方がかなりありますoそうした方は､魚 の 配 給 状 況 の 調 査に貴重な資料を提供 して

下さって､児童共々太いに感謝した事もありました｡｣ 59)

研究の発表については､担当の二つのグループが同時に 行 い､他グル-プが質疑応答をする

とい う形で行われたoある時は他グループからの意見が出て再調査をしなければならないこと

も出てきたようである｡学習活動のあらましについては以下のとお りであったO

｢(1)食物について｣では､まず､主食の配給状況を説明する発表が行われるが､ある児童の

発言がきっかけとなって､買出しや食糧の輸入の話-と話題が自然に展開して いき､食糧の調

達に関わる問題点が話し合われたo これ ら の 問題については､社会科の ｢貿 易 ｣ で同 じ様な問

題を取り扱っていたので､そこ-帰 着 さ せ て解決される｡そのほか､配給品について分類した

表や､戦前と戦後の日本の輸入状況のグラフの復習的発表､話し合いを通して､日本の食糧事

情の現状が知らされた｡また､---一ケ月の家計を衣､食､住､雑費に分け､それぞれの費用のパ

ーセンテ-ジも出された｡これより,食生活に多額の費用がかかっていることも理解 された｡

次の ｢(2)食物と生理との関係｣では､児童が興味を持った栄養価 とカロリーの問題を中心に

学習が展開する｡一入の児童が栄養分析表を用いて栄養価とカロリーの説明をするが､教 師 は

この分析表を ｢大変良いもの｣ と捉え､児童たちに写し取ってそれぞれの家庭の台所等に 貼 っ
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ておくよう指示をする｡放課後 ､児童たちが楽 しそ うに栄養 分析表 を写しとる作業をする日が

続く｡ ここで教師は､各栄養素の役割 と加熱 による変化 を複雑 にな らぬ程度に説明するOそし

て､栄 養素の欠乏からくる健康の変化 について触れ ると､児 塞 た ちは ｢食物のとり方｣が遺髪

なことを改めて感じとるOまた､発育盛 りの予 どもは蛋 白質や脂肪の多い動物性食品を摂取す

ることがよいことを理解する｡その際､児童か ら､｢沢山食べればよい｣とい う意 見 が 出 され た

ことから､教師は次の摂取量の発表を児童に求めるo摂取最の発表については､児 童 が 研 究 の

材料に相当に困っていたため､衛生の先生に相談するよう助言を与えるが､結果として ､ 児 童

の 摂取最についての理解が足らず､教自帝が説明を加えることとなる｡なお､ここでは､｢消化器

官 と摂 取 に ついてはあらましを説明して大部分は理科にゆずる事にしました｣棚)､犠 打昆噂につ

い て は そ の 重要な事を話し合って､あとの話題である 『衛生上のいろいろな問題』にまわしま

した｣叫と教師が記しているように､学習の展開については､他教科との関連性や､その後の

学習予定を考慮して調整が行われている｡

日3)日本丸の食機｣では､世界の国府を米食と肉食に分けた表ができるO｢肉食と米食の表

を見て楢か気のつくことはありませんか｣ という教師の質問で､児童たちは寒い関々に肉食が

多く､米食は暑い諸国に多いことを発見す る｡また､｢なぜ寒い国に肉食が行われるか｣という

疑問に対しては､脂肪が寒さをふせぐのに大切であること､獣類の毛皮が大切な衣料となるこ

と等の応答があり､面白い討論が行われるなかで､気候が入閣の生活様式に大きな影響を持 つ

ことが明らかにされるo

｢(4)食生活の改善｣では､毎日の 食 事 で の 栄 養 を理想的にするための献立表 が発 表 され ､｢こ

の献立表は理想的であるかどうか｣ が 検 討 され る ことになる｡科学的に検討す るた め に､教 師

は児童に栄養価の計算の方法を知 らせ ､ (2) で の栄養分析表をもとにして､それ ぞれ 献立表 の

栄養価の計算が行われるoまた､教 師 はこの 日の学校給食の献立を用いて栄養価の計算 を行 うO

そのほか､学校では食事と体格について多くの研究が出来ていることが児童に知 ら さ れ ､ 衛 生

部で研究した体感､胸囲､身長のグラフに対する読み取りも行われるOさらに､F主婦の 修 養 の

関越jでは､F配給をとるのに時間がかかるため､母親が一日中忙しい思いをしなければならな

い｣といったことなどが話題に上り､児童たち一同が相談して､改めて母の生活を振り返るた

めに ｢母が)一目｣という題で作文を作ることになる｡

このようにして各ダル-プの分担による研究発表が終わり､最後に(5)での､食事の作法や偏

食､衛生上のいろいろな問題と反省が全体で話し合われるO

この坂内みゑの実践では､まず教師は､質問によって児 童 た ち の 食物に対する関心の方向を

調べ､次に児童たちが学習したいと望む内容を問い,さらに 話 し 合 いを通して学習活動の寮を

決定している｡これにより､児童たちの興味や関心に基づく学習内容が設定され､調べ学習と

発表を中心とした学習が展開されることとなる｡しかし､先の山本実践が､学習の主導を児童

たちに委ねていたのに対して､この授業では､教師は自らが意図する学習活動の内容へと児童
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の関心を誘導しつつ､学習活動の問題を設定している､､

ここでの児童たちの学習活動は､設定された問題についての研究とその発表というかたちで

進められる｡その学習の過程では､児童たちが興味や関心を示す問題が次々と追究されていく

が､その展開のところどころでは､教師が学習の方向付けを行う場面や､指導 ･助言を加える

場面が見うけられる｡つまり､基本的には児童たちヴ)興味や関心によって学習は進められるが､

学習の主導をすべて 児 童たちに委ねてしまうのではなく､教師によって学習がコントロ-ルさ

れる授業となって い るO

また､この授業 における児童たちの学習活動は､学校内だけの閉じたも犯ではなく､家庭や

地域を巻き込んでの学習が展開されているO家庭科の学習内容が児童の家庭で話し合われたり､

また児童の家庭の様子が家庭科の学習に持ちこまれたりされているほか､調べ学習においては､

家庭や地域の協力を得ながら学習活動が進められている様子もうかがえる｡この授業において

も､先の山本実践と同様､家庭科の学習と児童の家庭での生活が密接に結びつくかたちで展開

されていることがみてとれるo

上記の2つの実践は､ともに ｢家庭科編｣で示された構想に基づいた実践であり､学習内容

は予どもの生活の中から取 りだされ､子どもの自発的な学習活動が重視される授業であったO

学習の展開のさせ方については､山本実践では､子どもの興味 や関心,や欲求に沿うかたちで学

習が展開していったのに対 し､坂内実践は､予どもの興味 書関心や欲求に基づきながらも､学

習展開のところどころに教師の意図に基づく授業のコン トロールがみられるなど相違点もみら

れるが､いずれの実践も､子どもの生活と学習が密接に結びつき､子どもの生活のきりひらき

ゃ､家庭生活についての理解が学習において蛋んじられた実践であったといえるであろう｡

4. 2つの某誌例にみ る問題解 決 芋 雪 の ｢問題 二 と r解 決 _室

前章では､昭和 22年版学習指導要領家庭科編 (試案)に基づいた戦後教育の当初における家

庭科の授業をみてきた｡山本実践､坂内実践ともに､子どもの生活における身近な問題が取 り

上げられ､その解決を学ぶために学級活動や教科間の壁は低められ､チビもたちが主体的に学

習を展開するという当時の問題解決学習の特徴を備えた実践であったO

さて､ こ の2つの実践を改めてみてみると､学習における ｢問題｣とその ｢解決｣が､異な

る意味合 い をもって授業のなかに存在していることに気づく｡山本実践では､まず初めに､ク

ラスに雑巾がないという問題を ｢何とか解決 したい｣とい う思いが学級の子 どもたちに共通に

意識され､このことが学級における ｢問題｣となるOその後､雑巾作りが 始 ま ると､｢自分で雑

巾を作る｣ということがチビも自身にとっての ｢問題｣となり｢学習問 題 (学 習課題)｣となるQ

そして､｢雑巾の完成｣という問題の解決は､子ども自身にとっての ｢問 題 ｣ の解決であり､ま

た同時に学級における ｢問題｣の解決にも な っている｡また､坂内実 践 に お い ては､｢問題｣は､
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チビもたちの身のまわりの食物に関わる問題 ､食糧調達の問題､食糧事情の問題とい うような

生活で直面する極めて現実的な F問題｣ として敬 治上げられるが､その間題の中から学習問題

(学習課題)が設定され､チビもたち挺身によって意識されることにより､子どもたち自身に

とっての ｢問題｣となり ｢学習問題 (学習課題)｣となる｡ここでの ｢問題｣の解決は､設定さ

れた -つ -･つの学習問題 (学習課題)に対しては､調べ学習や教師の指導によって ｢解決｣さ

れる｡ しかし､学習問題 (学習課題)が設定される背景となったチビもたちの身のまわりの現

実的な問題については､すべてが最終的に解決されるわけではなく､ここでは､その問題につ

い て理解することや解決方法を考えるという学習とな る ｡

画実践とも､ 予 ど も た ち にとって身近な生活問題 が 学習の ｢問題qjとなっている問題解決学

習であったが ､ こ の 2 つ の 実践からは､次のような ｢問題 ｣ と ｢解 決｣a)ちがいを兄いだすこ

とができよ う ｡ ま ず ､ ｢ 悶 ヨ題 ｣の違いという点からは､党の 山 本 実 践でみられたように､チビも

たちが生活 の 中 で 具 体 的 な 生の問題事態にぶつかって､その打開や解決を｢問題｣とする場合

と､坂内実践 の 率 に み ら れたように､具体的な生の問題を背景としつつも､そこから取りださ

れる知的な事柄 を 捉 え て ､その解明や理解を ｢問題｣とする場合がみられたoまた､｢解決｣の

しかたの違いという点 か らは､実地の身体活動を通 じて行為的に解決 していく場合と､思考に

基づいて頭の中で解決 していく場合がみられる｡また､その ｢解決｣は､｢雑巾作 り｣､｢配給状

況しらべ上 ｢栄養価の計算｣等のように個々の学習間遁 レベルでの実践的な解決が可能なもの

と､｢日本の食糧事情の問題｣のように､解決に向けて ｢問題｣を理解 し思考するものがみられ

るo言い換えると､ここで取り上げた 2つの実践では､学習者が具体の生活問題を行為的に解

決していく学習と､具体の生活問題から取 りだされる知的な事柄を､思考に基づいて頭の中で

理 解 し解決していく学習がみられるO問題解決学習は､子どもが直面している問 題 を 解 決する

こ と を通じて､子どもたち挺身が自らの経験や知識を再構成して発展させようと す る学 習 62)ど

一 般 的 に定義されるが､当時の家庭科の問題解決学習においては､ ヒ述のように､行 為 的 に実

際 の 問 題を解決 していく学習と､思考によって問題の解決をほかっていく学習という､殿なる

パ タ - ンの学習が存在 していることが明らかになった｡また､そこでの学習は､学習の成果が

そのまま家庭生活における実践につながっていくような性質の内容も含まれていることが明ら

かになったo

まとめと今後の課題

本稿では､家庭科における問題解決学習を検証するための基礎作業として､戦後経験主義教

育における問題解決学習の展開を概観するとともに､昭和 22年版学習指導要領家庭科編(試案)

とその構想では､家庭科はどのような教科として考えられ､実際にどのような授業が行われて

いたのかということについて検討 してきた｡今回､検討対象とした 2つの実践は､子どもの生
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活における身近 な 問 題 が取 り 上げられ､チビもたちがその間題を主体的 に解決 していくとい う

当時の問題解決 学 習 の 特 徴 を備えた実践であったが､いずれの実践 も､子どもの生活 と学習が

凍接に結びつき､子 ど も の生活のきりひらきゃ､家庭生活についての理解を重んじた実践が行

われていたoそして､そこでの学習は､予どもたちが生活の中で具 体 的な生の問題事態にぶつ

かって､その ｢問題｣を行為的に解決 していく学習と､具体的な盤 の 問題事態を背景 としつつ

も､そこから取りだされた知的な事柄を ｢問題｣として､その ｢問題 ｣ を思考に基づいて頭の

中で解決 していく学習がみられ､当時の家庭科の問題解決学習にお い てほ､｢問題｣の捉え方と

その ｢解決｣の違いから､異なったパターンの学習が存在してい る ことが明らかになった｡

今回の検討では､当時の授業の実践記録から家庭科における問題解決学習の様相や特質を考

察してきたc Lかし､ここでの考察は2つの実践記録をもとにした考察であり､当時の家庭科

の問題解決学習全体を捉えたものとは言いがたい｡問題解決学習でみられた2つのパタ-ンに

ついても､他の事例はこのパターンに当てはまるのかどうか､さらに検討する事例を増や して

いくとともに､家庭科の問題解決学習を､より詳細に検証 していくためには､実施 された授業

における詳細な学習過程の分析にも踏み込む必要がある｡当時の家庭科の実践が､家庭科にお

ける問題解決能力をどのような能力として捉え､その能力の育成をどのように図っていったの

か､また､そのための学習方法は適切なものであったのか等､引き続き検討を行っていきたい｡

それにより､当時の問題解決学習の検討が､今 日の家庭科の指導に対 して､より示唆的なもの

になると期待 される｡
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